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そ
の
昔
、
揚
子
江

中
流
域
に
「
楚
」
と

い
う
国
が
あ
っ
た
。

黄
河
流
域
の
民
と
は

文
化
を
異
に
し
、
楚

は
気
候
温
暖
、
長
江
と
漢
水
の
合

流
点
で
水
運
に
恵
ま
れ
た
豊
穣
の

地
で
、
鉄
の
大
産
地
で
も
あ
る
。

洞
庭
湖
の
北
に
あ
る
湖
北
省
は
風

光
明
媚
で
漢
詩
に
登
場
す
る
こ
と

も
多
い
。
劉
邦
に
追
わ
れ
た
楚
の

項
羽
が
孤
立
無
援
状
況
。
四
面
楚

歌
の
有
名
な
故
事
が
あ
る
▼
豊
か

な
江
南
は
北
方
の
武
力
に
よ
っ
て

収
奪
さ
れ
て
き
た
。
赤
壁
の
戦
い

も
湖
北
省
の
史
跡
で
あ
る
。
18
世

紀
、
白
蓮
教
の
乱
は
湖
北
省
５
万

人
の
反
乱
、
１
８
５
１
年
洪
秀
全

に
よ
る
太
平
天
国
の
乱
も
湖
北
省

で
勢
い
づ
い
た
。
清
の
曽
国
藩
ら

に
よ
り
武
力
鎮
圧
さ
れ
た
が
、
洪

秀
全
の
上
帝
会
は
、
土
地
私
有
禁

止
、
人
間
の
平
等
、
男
女
平
等
、

経
済
的
平
等
を
主
張
し
て
蜂
起
し

た
。
こ
れ
は
後
の
共
産
主
義
的
思

想
と
軌
を
一
に
し
、
高
く
評
価
さ

れ
る
。
そ
の
後
１
９
１
１
年
の
辛

亥
革
命
（
清
朝
滅
亡
）
も
湖
北
省

武
漢
三
鎮
で
始
ま
っ
た
。
政
治
の

中
心
は
武
昌
、
商
業
は
漢
口
、
工

業
は
漢
陽
、
こ
の
三
つ
を
武
漢
市

と
し
て
統
一
し
、
省
都
と
な
っ
た

▼
中
国
の
歴
史
で
湖
北
省
は
経

済
、
産
業
の
中
心
だ
け
で
な
く
、

歴
史
の
変
節
は
必
ず
武
昌
（
武

漢
）
で
始
ま
る
。
日
本
の
長
州
と

似
て
湖
北
省
出
身
の
政
治
家
は
多

い
。
林り

ん

彪ぴ
ょ
うは

毛
沢
東
の
後
継
者
で

あ
っ
た
が
、
亡
命
し
よ
う
と
し
て

事
故
死
。
他
に
も
李
先
念
（
第
３

代
国
家
主
席
）、
陳ち

ん

潭た
ん

秋し
ゅ
う、

董と
う

必ひ
つ

武ぶ

、
黎れ

い

元げ
ん

洪こ
う

等
々
▼
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
爆
発
は
過

去
の
全
共
闘
の
常
套
句
「
一
点
突

破
全
面
展
開
」
か
？　

漢
の
劉
邦

に
滅
ぼ
さ
れ
た
「
力
拔
山
兮
氣
蓋

世
」
の
項
羽
と
虞
美
人
の
２
２
２

２
年
前
の
呪
い
か
？　

新
た
な
中

国
の
大
変
革
の
前
兆
か
？�

（
鼻
）

２０２０年（令和２年）２月２５日（毎月３回５・15・25日発行） 第１９３４号（１）

1934
2020年 2月25日 受療権脅かす指導許さない

ご
注
文
は
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま
で

今　号　の　記　事
主張　伊方原発運転差し止め仮処分
　　　〝核〟は不要 ２面

診療報酬改定
研究会会場一覧 ５～６面

研
面
究 ４面症例から学ぶ妊産婦の歯科治療
ならびに禁煙支援のポイント（上）

　

尼
崎
市
か
ら
の
生
活
保
護
の
個
別
指
導
で
「
多
額
の
自
主
返
還
を
迫

ら
れ
た
」「
高
圧
的
な
指
導
が
行
わ
れ
た
」
と
の
声
が
、
一
昨
年
よ
り

協
会
へ
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
協
会
は
２
月
１
日
、
第
36

回
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会
「
生
活
保
護
医
療
の
現
状
と
課
題
～
尼

崎
市
に
よ
る
個
別
指
導
問
題
も
ふ
ま
え
て
」
を
尼
崎
市
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
地
域
の
病
院
、
診
療
所
な
ど
か
ら
医
師
・
歯
科
医
師
、

ス
タ
ッ
フ
ら
60
人
が
参
加
し
た
。
報
告
者
か
ら
、
指
導
の
問
題
点
や
、

背
景
に
あ
る
生
活
保
護
医
療
抑
制
と
い
う
行
政
の
姿
勢
が
指
摘
さ
れ
、

指
導
改
善
の
取
り
組
み
の
継
続
を
確
認
し
あ
っ
た
。

　

政
府
の
医
療
・
介
護
の
負
担
増

計
画
の
阻
止
へ
、
協
会
は
「
医
療

・
介
護
の
負
担
増
の
中
止
を
求
め

る
請
願
署
名
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
２
月
18
日
ま
で
に
３
２
７
０

筆
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
協
会
で

は
５
万
筆
を
目
標
に
、
会
員
医
療

機
関
に
署
名
を
お
願
い
し
て
い

る
。
医
療
機
関
で
の
署
名
の
取
り

組
み
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
。

今
回
は
、
中
央
区
・
武
富
整
形
外

科
の
武
富
雅
則
先
生
に
お
話
を
伺

っ
た
。

　

２
０
１
８
年
以
降
、
生
活
保
護

指
定
医
療
機
関
に
対
す
る
尼
崎
市

の
個
別
指
導
が
急
増
。
５
年
に
遡

り
診
療
報
酬
の
返
還
を
迫
ら
れ
た

こ
と
や
、
医
師
の
医
学
的
判
断
に

踏
み
込
む
よ
う
な
指
導
が
行
わ
れ

た
こ
と
等
多
く
の
問
題
点
に
つ
い

て
、
協
会
は
こ
れ
ま
で
市
や
厚
生

労
働
省
へ
、
指
導
の
問
題
点
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
改
善
を
要

請
し
、
市
に
法
的
解
釈
の
誤
り
を

認
め
さ
せ
る
な
ど
も
実
現
し
て
き

た
。

　

懇
談
会
で
は
、
は
ら
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
の
原
秀
憲
先
生
、
指
導
を

受
け
た
尼
崎
医
療
生
協
潮
江
診
療

所
所
長
の
船
越
正
信
先
生
と
ひ
ま

わ
り
医
療
生
協
田
島
診
療
所
所
長

の
三
橋
徹
先
生
、
尼
崎
医
療
生
協

病
院
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

山
上
育
子
氏
が
話
題
提
供
。
協
会

地
域
医
療
部
長
・
尼
崎
支
部
副
支

部
長
の
綿
谷
茂
樹
先
生
が
司
会
と

基
調
報
告
を
務
め
た
。

　

原
先
生
は
「
個
別
指
導
の
実
際

―
立
ち
会
い
医
師
の
立
場
か
ら
」

を
テ
ー
マ
に
、
個
別
指
導
の
流
れ

や
主
な
指
摘
事
項
に
つ
い
て
報

告
。
指
導
の
際
に
は
訪
問
診
療
等

の
医
療
の
必
要
性
を
医
師
が
し
っ

か
り
訴
え
る
こ
と
、
日
頃
か
ら
診

療
録
の
記
載
通
知
を
守
り
指
導
に

備
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。

　

船
越
先
生
は
、
当
初
個
別
指
導

が
「
検
査
（
健
康
保
険
法
上
の

『
監
査
』
に
該
当
）」
の
形
で
行

わ
れ
た
と
報
告
。
市
の
実
施
通
知

の
根
拠
条
文
に
も
、「
第
54
条

　

協
会
か
ら
署
名
用
紙
が
届
き
ま

し
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
ス
タ
ッ
フ

に
協
力
を
お
願
い
し
、
返
送
し
ま

し
た
。
窓
口
で
署
名
を
集
め
る

と
、
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
窓
口

に
住
所
な
ど
の
個
人
情
報
が
置
き

っ
ぱ
な
し
に
な
る
と
心
配
さ
れ
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
今

回
は
、
１
名
用
の
署
名
用
紙
や
、

家
に
持
ち
帰
っ
て
返
送
で
き
る

「
ハ
ガ
キ
署
名
用
紙
」
も
あ
る
と

の
こ
と
で
、「
医
院
で
の
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
が
心
配
」
と
い
う

提
供
体
制
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
各
地
の
経

済
が
良
い
循
環
に
入
っ
て
い
け
る

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

協
会
が
、
労
働
者
の
給
料
を
引

き
上
げ
る
こ
と
が
、
経
済
の
好
循

環
を
生
み
出
し
、
国
民
の
納
め
る

所
得
税
な
ど
の
税
収
、
社
会
保
険

料
な
ど
も
増
え
、
財
源
を
確
保
で

き
る
と
主
張
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

に
は
賛
同
し
ま
す
。
署
名
を
通
じ

て
国
会
議
員
に
し
っ
か
り
要
請
し

て
、
日
本
の
将
来
に
向
け
た
建
設

的
な
議
論
を
進
め
て
も
ら
え
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

よ
う
に
と
、
院
内
処
方
で
が
ん
ば

っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
10
月
の

消
費
税
増
税
に
よ
り
納
入
価
格
が

上
が
っ
た
り
、
不
良
在
庫
を
抱
え

込
ん
だ
り
し
た
た
め
、
泣
く
泣
く

院
外
処
方
へ
切
り
替
え
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
高
額
な
薬
剤
は
是
正
す

べ
き
で
す
。

　

政
府
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
財

源
が
厳
し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
理

解
し
て
い
ま
す
が
、
国
会
議
員
の

皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
財
源
問
題
や

少
子
化
問
題
に
つ
い
て
、
真
剣
に

議
論
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
個
人

的
に
も
、
日
本
各
地
で
地
域
の
衰

先
生
方
も
取
り
組
み
や
す
い

と
思
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
「
受
診
時

の
自
己
負
担
が
高
額
で
厳
し

い
」
と
の
声
は
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
聞
い
て
い
ま
す
。
当
院
の

よ
う
な
整
形
外
科
で
は
、
リ

ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
が
多
い
で

す
が
、
バ
イ
オ
薬
剤
を
処
方

す
る
と
薬
代
が
月
額
３
～
４

万
円
ほ
ど
に
も
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
負

担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る

（
検
査
の
根
拠
条
文
）」
が
記
載

さ
れ
て
い
た
上
、
指
導
の
内
容
も

「
医
療
扶
助
に
関
す
る
事
務
取
扱

の
周
知
徹
底
を
図
る
」
た
め
の
個

別
指
導
で
は
な
く
、「
検
査
」
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
と
批
判
し
た
。

　

ま
た
指
導
の
中
で
、
訪
問
診
療

を
行
っ
て
い
る
患
者
に
つ
い
て
、

市
担
当
者
か
ら
外
来
通
院
の
継
続

を
迫
ら
れ
た
と
述
べ
、
医
師
の
医

学
的
判
断
に
踏
み
込
ん
で
訪
問
診

療
の
要
否
が
判
断
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
指
摘
。「
市
と
医
療
機

関
は
本
来
協
力
し
合
う
関
係
で
あ

る
は
ず
が
、
査
定
あ
り
き
の
高
圧

的
な
指
導
が
行
わ
れ
て
き
た
」
と

強
調
し
た
。

　

山
上
氏
は
、
患
者
に
は
「
い
つ

で
も
必
要
か
つ
十
分
な
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
、
人
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

や
り
方
で
受
け
る
権
利
（
＝
受
療

権
）」
が
あ
る
と
強
調
。
医
師
が

通
院
困
難
と
判
断
し
た
患
者
で
も

市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら
訪
問

診
療
を
不
許
可
と
し
た
り
、
医
師

に
相
談
せ
ず
に
患
者
に
「
頻
回
受

診
」
を
控
え
る
よ
う
指
導
し
た
事

参加した60人が尼崎市における個別指導の問題点を確認した

医院内でポスターも掲示しています

第36回地域医療を考える懇談会

ハガキ署名など活用して
署名を集めます　　　　

中央区　　武富　雅則先生

署名インタビュー「私も集めてます」

生
活
保
護
医
療
担
う
医
療
機
関
へ
の
差
別

　

三
橋
先
生
は
、
在
宅
時
医
学
総

合
管
理
料
を
二
つ
の
医
療
機
関
で

重
複
算
定
し
て
い
た
患
者
に
つ
い

て
、
一
方
的
に
最
大
５
年
間
の
返

還
を
求
め
ら
れ
た
と
報
告
。
行
政

と
し
て
レ
セ
プ
ト
を
突
合
し
な
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突
然
医

療
機
関
に
の
み
責
任
を
押
し
付
け

て
自
主
返
還
を
迫
る
の
は
問
題
だ

と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
医
療
を
多
く

担
っ
て
い
る
医
療
機
関
か
ら
個
別

指
導
の
選
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
は

差
別
だ
と
し
て
、「
当
診
療
所
の

地
域
性
を
考
え
れ
ば
生
活
保
護
受

給
者
の
割
合
が
高
く
な
る
の
は
当

然
」「
医
療
機
関
に
と
っ
て
５
年

も
の
返
還
は
医
療
機
関
経
営
へ
の

大
き
な
打
撃
と
な
り
、
結
果
と
し

て
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
医
療
を

萎
縮
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」

と
強
く
批
判
し
た
。

〝
患
者
の
受
療
権
守
ろ
う
〟

例
を
紹
介
し
、
受
給
者
の
受
療
権

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
訴
え
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
指

導
相
談
に
応
じ
て
き
た
弁
護
士
が

「
生
活
保
護
法
上
、
診
療
報
酬
の

返
還
は
あ
く
ま
で
任
意
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
返
還
す
る
こ
と
が
当
然

か
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
」
と

フ
ロ
ア
発
言
す
る
な
ど
、
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

退
が
起
こ
っ
て

い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
現
在

の
よ
う
な
デ
フ

レ
下
で
は
、
世

界
か
ら
取
り
残

さ
れ
て
い
く
と

危
機
感
を
覚
え

て
い
ま
す
。
地

域
の
活
性
化
の

た
め
に
、
医
療

医院でのプライバシー
に配慮した「ハガキ署
名」もご用意　　　　

み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増

３月５日　胃がんとピロリ菌感染について
３月12日　片頭痛の話
３月19日　ことばの治療・リハビリ

「医療知ろう！」放送中!!
ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時40分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

①



（昭和43年６月12日第三種郵便物認可）兵 庫 保 険 医 新 聞 第１９３４号 （２）２０２０年（令和２年）２月２５日（毎月３回５・15・25日発行）

最新エンドの基礎学び
より良い治療めざす

兵
庫
県
・
大
阪
府
が
ワ
ー
ス
ト
１
・
２

早
急
な
対
策
・
規
制
強
化
必
要

歯科定例研究会

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

�

申
し
上
げ
ま
す

澤
　
　
徳
一
先
生

三
田
市　

外
科

１
月
21
日�

享
年
89
歳

中皮腫・じん肺・アスベストセンター作成

環
境
・
公
害
対
策
部　

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習
会

副
理
事
長　
　

川
西
　
敏
雄

　

環
境
・
公
害
対
策
部
会
は
１
月

27
日
、
協
会
会
議
室
で
ア
ス
ベ
ス

ト
に
関
す
る
学
習
会
・
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た
。
こ
の
企
画
は
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
の
大
量
の
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散
や
、
今
後
増
加
す

る
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
物
の
解
体

工
事
な
ど
で
被
害
者
数
の
増
加
が

確
実
視
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
健
康

被
害
の
防
止
、
検
診
体
制
の
確

立
、
規
制
強
化
を
求
め
る
た
め
県

下
自
治
体
の
議
員
ら
を
対
象
に
行

っ
た
も
の
。
県
議
会
議
員
２
人
、

神
戸
市
会
議
員
６
人
な
ど
13
人
が

参
加
し
、
意
見
交
換
し
た
。
川
西

敏
雄
副
理
事
長
の
参
加
記
を
掲
載

す
る
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
は
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
で
グ
ル
ー
プ
１
に
分
類
さ
れ

る
発
が
ん
性
物
質
で
、
１
９
８
０

年
代
に
北
欧
、
90
年
代
欧
米
で
使

用
が
禁
止
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
で
は
２
０
０
６
年
ま
で

全
面
使
用
禁
止
と
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
規
制
が
遅
れ
た
こ
と
で
健

康
被
害
が
広
が
り
、
年
間
の
中
皮

腫
死
亡
者
数
は
１
５
０
０
人
ほ
ど

で
、
特
に
兵
庫
県
・
大
阪
府
が
ワ

ー
ス
ト
１
・
２
で
す
。

　

環
境
・
公
害
対
策
部
員
の
上
田

進
久
先
生
が
「
今
な
ぜ
ア
ス
ベ
ス

ト
問
題
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト

曝
露
の
実
態
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。
震
災
直
後
に
実
施
さ
れ
た

環
境
庁
（
当
時
）
な
ど

に
よ
る
調
査
資
料
に
基

づ
い
て
検
証
を
行
い
、

震
災
直
後
か
ら
広
範
囲

に
長
期
間
、
高
濃
度
の

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
が
あ

っ
た
と
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
測
定
値
は

白
石
綿
濃
度
の
み
で
し

た
が
、
建
物
解
体
現
場

周
辺
で
の
民
間
団
体
に

よ
る
調
査
で
は
毒
性
の

高
い
青
石
綿
や
茶
石
綿

も
大
量
に
検
出
さ
れ
て
お
り
、
被

災
地
は
青
石
綿
・
茶
石
綿
・
白
石

綿
が
混
じ
っ
た
「
混
合
曝
露
」
と

い
う
状
態
で
、
実
際
の
健
康
リ
ス

ク
は
非
常
に
高
い
と
問
題
提
起
し

ま
し
た
。

　

中
皮
腫
発
症
に
は
20
～
50
年
も

の
潜
伏
期
間
が
あ
り
、
今
後
被
害

者
の
急
増
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

ハ
イ
リ
ス
ク
の
人
た
ち
へ
の
注
意

喚
起
や
検
診
へ
の
受
診
勧
告
と
共

に
、
行
政
が
中
心
と
な
り
真
に

「
ア
ス
ベ
ス
ト
検
診
」
と
呼
べ
る

よ
う
な
検
査
体
制
を
確
立
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

中
皮
腫
・
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス

ト
セ
ン
タ
ー
の
永
倉
冬
史
事
務
局

長
は
「
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
の

最
前
線
」
を
テ
ー
マ
に
、
解
体
現

場
等
で
発
生
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
講
演
し
、
適
切

な
解
体
工
事
が
行
わ
れ
な
い
と
容

　

歯
科
部
会
は
12
月
22
日
、
協
会

会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会
「
最

新
エ
ン
ド
の
基
礎
と
基
本
」
を
開

催
。
広
島
市
・
吉
岡
デ
ン
タ
ル
キ

ュ
ア
院
長
の
吉
岡
俊
彦
先
生
が
講

演
し
１
１
１
人
が
参
加
し
た
。
新

井
智
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

イ
ン
ト
を
３
・
３
ミ

リ
程
度
切
っ
て
つ

け
、
先
端
を
ア
ル
コ

ー
ル
ラ
ン
プ
で
熱

し
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

の
液
に
浸
し
て
、
焦

げ
た
部
分
を
落
と
し

て
根
管
に
詰
め
て
い

く
と
い
う
手
法
で
、

時
間
が
か
か
り
忍
耐

を
必
要
と
す
る
も
の

で
し
た
。

　

現
在
、
新
し
い
機

械
の
お
か
げ
で
か
な

り
楽
に
な
り
ま
し
た

　

今
回
、
久
し
ぶ
り
の
エ
ン
ド
に

つ
い
て
の
講
習
会
で
、
思
い
返
せ

ば
30
年
程
前
、
初
め
て
の
講
習
会

も
エ
ン
ド
で
し
た
。
当
時
は
卒
業

後
の
研
修
は
な
く
、
私
は
い
き
な

り
開
業
医
の
先
生
の
所
で
勤
め
て

お
り
、
受
講
料
の
半
分
を
出
し
て

い
た
だ
き
講
習
会
を
受
け
ま
し

た
。
大
学
を
卒
業
し
た
年
で
も
あ

り
、
少
し
で
も
技
術
を
身
に
つ
け

よ
う
と
一
生
懸
命
聴
講
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
頃
は
、
根
管
形
成
の
た
め

の
機
械
は
あ
ま
り
な
く
、
た
だ
ひ

た
す
ら
フ
ァ
イ
ル
を
動
か
し
、
手

製
の
装
置
に
ガ
ッ
タ
パ
ー
チ
ャ
ポ

が
、
最
新
の
治
療
法
を
見
て
、
さ

ら
に
そ
れ
を
使
っ
て
よ
り
良
い
治

療
を
行
え
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
よ
り
高
い
技
術

を
身
に
つ
け
る
べ
く
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
30
年
前
の

自
分
に
負
け
な
い
よ
う
に
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
短
い

時
間
で
あ
り
な
が
ら
、
密
度
の
濃

い
講
習
会
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
吉
岡
先
生
に
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。

�【
加
古
郡
・
歯
科　

新
井
　
　
智
】

地方議員にアスベスト対策の重要性を
知らせた　　　　　　　　　　　　　

感
想
文

　「しびれ」診療の第一歩は、「しびれ」の分布の把握だと思います。
「しびれ」の分布は、解剖学的障害部位を反映しているため、「しび
れ」の分布のパターン認識ができれば、おのずとそれに対応した解剖学
的部位が推測でき、病歴聴取とあわせることで、「しびれ」の病態生理
が見えてくるはずです。さまざまな「しびれ」疾患に精通する必要があ
る実地医療において、この「しびれ」の分布のパターンの典型例をしっ
かり押さえることが重要だと思われます。典型例の「しびれ」の分布パ
ターンをおさえることで、典型例から逸脱した非典型例の理解や心因性
疾患の診断にせまることもできると考えています。
　今回の研究会では、現場でよく遭遇する疾患を中心に、典型的「しび
れ」の分布パターンを共有し、最前線で活躍されている皆さまに少しで
もお役に立てればと考えております。� 【塩尻　記】

日　時　４月18日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　国保旭中央病院　副院長・総合診療内科部長
� 塩尻　俊明先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

しびれ ～アプローチの基本～

第563回診療内容向上研究会

吉岡先生が最新エンドを基礎から紹介

参 加 記
き
だ
。
広
島
高
等
裁
判
所
の
森

一
岳
裁
判
長
は
１
月
17
日
、
四

国
電
力
伊
方
原
発
３
号
機
の
運

転
を
差
し
止
め
る
仮
処
分
を
決

定
し
た
。
同
原
発
の
運
転
を
差

し
止
め
る
仮
処
分
決
定
は
高
裁

で
２
例
目
と
な
っ
た
。
原
発
の

危
険
性
と
向
き
合
っ
た
妥
当
な

処
分
で
あ
ろ
う
。
協
会
は
、
こ

の
決
定
を
支
持
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
森
裁
判
長
に
送
付
し
た
。

　

こ
の
仮
処
分
決
定
か
ら
見
え

て
く
る
の
は
原
発
の
稼
働
を
止

め
よ
う
と
す
る
市
民
の
側
の
裁

判
の
た
た
か
い
方
の
変
化
だ
。

こ
れ
ま
で
の
裁
判
で
は
、
自
然

災
害
時
に
原
発
の
安
全
性
が
技

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
（
被
団
協
）
や
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

（
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会

議
）
な
ど
世
界
中
の
核
廃
絶
を

求
め
る
市
民
団
体
が
集
ま
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
を
開
催
す
る
。
協
会

も
代
表
を
派
遣
し
て
、
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
た
世
界
の
運
動
に

連
帯
す
る
決
意
で
あ
る
。

　

放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響

は
、
染
色
体
の
損
傷
や
心
臓
疾

患
リ
ス
ク
の
増
加
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
原
子
力
は
現
時
点
で

は
人
類
の
手
に
負
え
な
い
。
引

き
続
き
、
私
た
ち
は
日
本
政
府

に
対
し
、
福
島
原
発
事
故
を
引

き
起
こ
し
た
こ
と
、
世
界
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
原
発
ゼ
ロ
の
実
現
と

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
を

求
め
る
。

術
的
に
保
て
る
か
否
か
を
主
な

争
点
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、

今
回
は
原
発
事
故
の
前
提
と
な

る
地
震
や
火
山
噴
火
な
ど
自
然

災
害
の
頻
度
や
規
模
の
想
定
の

適
否
に
つ
い
て
争
っ
た
。
結

果
、
裁
判
所
は
原
発
か
ら
数
百

メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
中
央

て
も
危
な
い
」
と
、
自
身
が
下

し
た
判
決
な
ど
に
つ
い
て
講
演

し
て
い
る
。
引
き
続
き
樋
口
氏

の
力
も
借
り
て
全
て
の
原
発
の

稼
働
停
止
と
廃
炉
を
求
め
る
運

動
を
進
め
た
い
。

　

ま
た
、
原
発
の
闇
が
国
民
の

前
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
も

続
き
私
た
ち
も
司
法
に
対
し
て

声
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

米
国
の
核
戦
略
の
問
題

　

も
う
一
つ
こ
の
間
の
「
核
」

を
め
ぐ
る
大
き
な
動
き
は
、
ア

メ
リ
カ
の
新
型
核
兵
器
の
実
戦

配
備
だ
。
こ
の
核
兵
器
は
広
島

力
の
想
定
が
過
小
で
あ
る
と
断

じ
た
。

　

こ
の
争
点
の
変
化
は
大
飯
原

発
の
運
転
を
差
し
止
め
る
判
決

を
下
し
た
樋
口
英
明
元
裁
判
長

の
指
摘
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
樋
口
氏
は
全
国
各
地
で
耐

震
基
準
の
面
か
ら
「
原
発
は
と

大
き
い
だ
ろ
う
。
関
西
電
力
幹

部
ら
が
福
井
県
高
浜
町
の
元
助

役
か
ら
金
品
を
受
け
取
っ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど

原
発
利
権
の
構
造
に
国
民
の
不

信
感
は
高
ま
っ
て
い
る
。
世
論

の
高
ま
り
は
司
法
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
引
き

は
今
で
も
核
兵
器
使
用
を
想
定

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

今
年
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
発
効
の
目
処
が
立
つ
年
と
も

い
わ
れ
て
い
る
し
、
春
に
は
Ｎ

Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検

討
会
議
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て

　

「
核
」
を
め
ぐ

る
情
勢
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。

　

一
つ
は
国
内
の

原
発
に
関
す
る
動

構
造
線
が
活
断
層

の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
や
阿
蘇
山
の

噴
火
に
よ
る
降
下

火
砕
物
の
噴
出
量

に
関
す
る
四
国
電

型
原
爆
の
10
分
の

１
程
度
の
威
力
と

さ
れ
て
お
り
ア
メ

リ
カ
は
「
使
い
や

す
い
」
と
評
し
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ

伊
方
原
発
運
転
差
し
止
め
仮
処
分

　
〝
核
〟
は
不
要

対
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
飛

散
防
止
に
役
立
っ
た
こ
と
を
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
政
に
立
ち

入
り
調
査
や
完
了
検
査
な
ど
を
行

わ
せ
、
お
金
と
時
間
を
か
け
さ
せ

る
こ
と
で
、
有
効
な
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
が
実
施
で
き
た
事
例
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る

問
題
は
一
般
の
国
民
に
は
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
周
知
が
求
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
行
政
へ
の
働
き
か
け

も
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。
参
加
し

た
議
員
か
ら
も
規
制
強
化
や
検
診

体
制
確
立
に
向
け
た
問
題
点
は
何

か
と
い
っ
た
質
問
が
出
さ
れ
、
建

設
的
な
議
論
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
25
年
前
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
わ

れ
わ
れ
や
、
各
地
か
ら
支
援
に
来

て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
健
康

が
脅
か
さ
れ
て
お
り
、
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
急
に
検
診
体

制
や
補
償
制
度
の
確
立
が
必
要
だ

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

易
に
飛
散

し
、
健
康
被

害
を
及
ぼ
す

と
し
て
、
現

行
の
ア
ス
ベ

ス
ト
規
制
の

問
題
点
を
指

摘
し
ま
し

た
。
先
進
的

な
事
例
と
し

て
東
京
都
・

築
地
市
場
で

の
建
物
解
体

に
際
し
、
行

政
が
住
民
に

図　中皮腫死亡者数とアスベスト輸入量の日英比較
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お申し込み・お問い合わせは、
� ☎078－393－1807まで

日　時　３月10日（火）18時30分～
会　場　神戸市勤労会館405・406号室
講　師　�元福井地裁裁判長　樋口英明氏

（福井地裁裁判長として2014年５
月に大飯原発３・４号機の運転差
止判決、15年４月に高浜原発３・
４号機の運転差止仮処分決定を出
し、17年８月に定年退官）

参加費　500円（資料代）

原発をなくし自然エネルギーを推進する兵庫の会主催

福島原発事故を忘れない
メモリアル集会

お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

死亡保険は安さが一番！ネット生保の保険料と比べてください
最高保障額 1億2000万円！グループ保険6000万円 新グループ保険6000万円＋

＋

○断然安い保険料
○毎年高配当を継続　昨年度は54％配当
○最高6000万円の大型保障
○配偶者も1000万円セット加入OK

※制度改善でもっとよくなりました！
①�最高保障額を6000万円にアップ
②�保険料を平均20％ダウン
③�満期年齢を80歳にアップ

グループ保険が　　　　 よくなりました！＼もっと／

※制度改善でもっとよくなりました！
①�最高保障額を6000万円にアップ
②�割安な掛金をさらにダウン

○掛金負担なしで先進医療保険加入OK
○掛金は協会グループ保険より低廉
○配偶者セット加入も最高3000万円
○こども加入特約あり（400万円）

協会グループ保険の上乗せ保障に

グループ保険 新グループ保険

　

１
９
８
１
年
に
ロ
ン
ド
ン
で

行
わ
れ
た
初
公
演
以
来
、
40
年

に
わ
た
り
老
若
男
女
を
問
わ
ず

世
界
中
で
絶
賛
さ
れ
続
け
て
い

る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
金
字
塔

「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
キ
ャ
ッ
ツ
）」

の
実
写
映
画
化
作
品
を
案
内
し

ま
す
。

　

映
画
界
の
巨
匠
、
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
が
製
作

総
指
揮
を
務
め
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」
な
ど

で
知
ら
れ
る
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ロ
イ
ド
＝
ウ
ェ
バ
ー
が
作
曲
を

手
掛
け
る
な

ど
、
著
名
人
が

製
作
陣
に
名
を

連
ね
て
い
ま

す
。
監
督
は

「
レ
・
ミ
ゼ
ラ

ブ
ル
」
を
指
揮

し
た
ト
ム
・
フ

ー
パ
ー
で
す
。

　

見
ど
こ
ろ

は
、
何
と
い
っ
て
も
ス
ト
ー
リ

ー
と
音
楽
と
ダ
ン
ス
で
す
。
ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ー
デ
ン
ら
豪
華

な
キ
ャ
ス
ト
が
共
演
を
果
た
し

て
お
り
、
鑑
賞
す
る
誰
し
も

の
、
生
涯
に
わ
た
り
心
に
残
る

名
作
と
断
言
で
き
ま
す
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
を
少
し
紹
介
し

ま
す
。
満
月
の
輝
く
あ
る
夜
、

若
く
人
生
を
模
索
す
る
臆
病
な

白
猫
の
主
人
公
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

が
道
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ご

み
捨
て
場
。
そ
こ
で
個
性
豊
か

な
「
ジ
ェ
リ
ク
ル
キ
ャ
ッ
ツ
」

た
ち
と
運
命
的
な
出
会
い
を
果

た
し
ま
す
。

　

怠
け
者
な
猫
、
野
性
的
な

猫
、
心
の
優
し
い
猫
、
裕
福
で

グ
ル
メ
な
猫
、
勇
敢
で
行
動
力

の
あ
る
猫
、
親
分
肌
の
猫
、
不

思
議
な
力
を
持
つ
長
老
の
猫
ｅ

ｔ
ｃ
…
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
中

で
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
も
自
分
の

居
場
所
や
自
分
ら
し
さ
に
気
づ

き
、
生
き
方
を
見
つ
け
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
豊
か
な
猫
に
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
あ
る

夜
、
新
し
い
人
生
を
生
き
る
こ

と
を
許
さ
れ
る
、
た
っ
た
一
人

（
一
匹
）
の
猫
が
選
ば
れ
る
特

別
な
宵
。

　

一
生
に
一
度
、
一
夜
だ
け
の

特
別
な
舞
踏
会
の
幕
が
開
き
ま

す
。
さ
あ
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の

運
命
は
ど
う
な
る
か
？　

魅
惑

の
世
界
に
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま

れ
て
い
き
ま
す
。

　

全
て
の
シ
ー
ン
に
お
い
て
心

に
響
く
音
楽
と
華
麗
な
ダ
ン
ス

に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

魅
了
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
落
ち

込
ん
で
い
る
人
、
悲
し
み
に
沈

ん
で
い
る
人
、
喜
び
に
満
ち
溢

れ
た
人
、
戸
惑
い
の
あ
る
人
な

ど
、
鑑
賞
す
る
す
べ
て
の
人
た

ち
の
人
生
を
美
し
く
彩
る
作
品

に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

半
世
紀
近
く
も
世
界
中
で
愛

さ
れ
続
け
る
理
由
に
気
付
か
さ

れ
る
作
品
で
、
ぜ
ひ
と
も
映
画

館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

自
分
の
生
き
方
と
照
ら
し
合

わ
せ
た
り
、
感
動
に
酔
い
し
れ

た
り
、
邪
悪
で
醜
い
、
愚
か
な

自
分
自
身
の
心
に
ふ
と
気
付
い

た
と
き
、
あ
な
た
は
、
極
上
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
夢
中

に
な
っ
た
瞬
間
で
す
。

　

よ
う
こ
そ
、
誰
も
見
た
こ
と

の
な
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｓ
の
世
界
へ
…
。

�

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

Ⓒ
２
０
１
９　

Universal Pictures

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ

（
キ
ャ
ッ
ツ
）

白岩一心

123

川
柳

詠
み
人
　
お
さ
む

マ
ス
ク
な
し
　
免
疫
ア
ッ
プ
と

家
籠
り

起
き
て
す
ぐ
　
歯
磨
き
大
事

新
コ
ロ
ナ

反
社
会
　
宮
迫
ア
ウ
ト

安
倍
セ
ー
フ

口
先
で
　
先
手
先
手
と

後
手
隠
し

医科保険請求

〈熱傷処置〉

Ｑ１　外来患者に面積100平方センチ
未満の第１度熱傷への処置を行った場
合、Ｊ001熱傷処置は算定できないの
か。
Ａ１　面積100平方センチ未満の第１
度熱傷への処置は、基本診療料に含ま
れるため、熱傷処置は算定できませ
ん。ただし、処置に使用した薬剤につ
いては、15円を超える薬剤料が算定で
きます。
Ｑ２　その場合、外来管理加算は算定
できるのか。
Ａ２　算定できます。
Ｑ３　熱傷処置の範囲とは、どの範囲
をいうのか。
Ａ３　包帯等で被覆すべき創傷面の広
さをいいます。

Ｑ４　面積100平方センチ未満の熱傷
のうち、第２度熱傷が一部分で他が第
１度熱傷であっても、熱傷処置は算定
できるか。
Ａ４　算定できます。
Ｑ５　熱傷処置は、初回の処置を行っ
た日から継続して算定できるのか。
Ａ５　熱傷処置の算定は、初回の処置
を行った日から起算して２カ月に限り
ます。それ以降に行われた処置はＪ
000創傷処置の例により算定します。
Ｑ６　初回の熱傷処置が他医療機関で
行われた後に処置を引き継いだ場合、
「初回の処置を行った日」はいつにな
るのか。
Ａ６　他医療機関で初回の処置が行わ
れた日になります。

　

私
ど
も
が
住
ん
で
い
る
世
界
に

は
洪
水
の
よ
う
に
情
報
が
溢
れ
て

い
る
。
カ
ー
ル
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・

セ
ー
ガ
ン
に
よ
る
と
、
10
の
14
乗

の
情
報
が
脳
に
入
る
と
い
い
、
こ

の
量
は
書
籍
「
コ
ス
モ
ス
」
に
よ

る
と
２
０
０
０
万
冊
の
書
物
に
匹

敵
す
る
情
報
量
だ
と
い
う
。
し
か

し
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
あ
っ
て

も
、
私
ど
も
は
全
て
を
取
り
入
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

そ
の
多
く
の
情
報
は
個
性
に
由

来
す
る
個
人
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
介

し
、
そ
の
増
幅
器
を
通
し
て
取
捨

選
択
し
独
特
の
反
応
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
そ
の
人
が
そ
の
状
態
で

あ
る
の
は
、
そ
の
人
が
選
ん
だ
情

報
と
そ
の
反
応
の
結
果
で
あ
る
。

　

私
ど
も
は
社
会
的
動
物
と
し
て

生
き
て
お
り
、
絶
え
ず
人
と
接
触

し
て
生
き
て
い
る
。
そ
の
人
た
ち

は
何
時
も
接
し
て
い
る
方
だ
け
で

な
い
。
初
対
面
の
方
と
も
大
勢
接

触
し
て
い
る
。

　

初
対
面
の
方
に
出
会
っ
た
ら
、

ど
ん
な
方
な
の
か
、
何
を
考
え
て

お
ら
れ
る
の
か
は
予
測
で
き
な

い
。
あ
る
意
味
不
気
味
で
あ
る
。

そ
こ
で
自
分
が
思
っ
て
い
る
分
類

に
よ
っ
て
類
似
性
を
求
め
、
自
分

の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
人
間
の

類
似
性
を
分
類
し
て
理
解
し
て
い

る
。
昔
は
個
人
の
体
液
を
基
に
し

て
、
多
血
質
、
粘
液
質
、
胆
汁

質
、
黒
胆
質
と
分
け
、
社
会
的
行

動
か
ら
、
自
己
中
心
型
、
自
己
拡

張
型
、
自
己
没
却
型
、
社
会
適
応

型
、
反
社
会
型
と
分
け
た
分
類
も

あ
り
、
ま
た
、
発
生
学
的
な
考
え

方
か
ら
、
外
胚
用
葉
型
、
内
胚
用

葉
型
、
中
胚
用
葉
型
の
分
類
が
あ

っ
た
。

　

最
近
あ
ま
り
言
わ
れ
な
く
な
っ

た
が
、
マ
イ
ケ
ル
・
マ
コ
ビ
ー
は

職
人
型
、
技
術
屋
型
、
ジ
ャ
ン
グ

ル
フ
ァ
イ
タ
ー
型
、
組
織
人
間

型
、
ゲ
ー
ム
ズ
マ
ン
型
に
分
け
、

注
目
さ
れ
た
時
も
あ
っ
た
。

　

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ド
ラ
ー
が

提
唱
し
た
「
器
官
劣
弱
説
」
は
、

あ
る
情
動
が
特
定
の
器
官
に
影
響

を
及
ぼ
す
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
そ
の
器
官
は
、
個
人
個
人
で

異
な
っ
て
お
り
、
あ
る
人
は
心
臓

で
、
あ
る
人
は
胃
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
を
ラ
セ

イ
、
エ
ン
ゲ
ル
と
ビ
ル
フ
オ
ー

ド
、
グ
ラ
ハ
ム
も
追
試
を
し
て
、

同
じ
よ
う
な
報
告
を
し
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

病
気
と
性
格
と
の
関
係
の
研
究
が

始
ま
っ
た
（
病
気
と
性
格
と
の
関

係
は
兵
庫
協
会
の
新
聞
に
書
か
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
）。
こ
の
研
究
が
心
身
医
学
に

結
び
つ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

　

私
ど
も
は
、
無
意
識
の
行
動
特

性
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
決
め
て

お
り
、
何
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
か

が
引
き
金
と
な
り
現
在
の
結
果
に

な
っ
て
い
る
。
生
活
習
慣
病
は
行

動
特
性
の
是
正
で
対
処
す
る
と
良

い
と
考
え
て
い
る
。

後
手
後
手
の
　
コ
ロ
ナ
対
応

泣
く
は
民

員員 稿稿
会 投

無
意
識
の
行
動
特
性

灘
区　
　

岡
本
　
好
司
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

第１９３４号 （４）２０２０年（令和２年）２月２５日（毎月３回５・15・25日発行）

岡山市・医療法人緑風会三宅ハロー歯科　院長　　滝川　雅之先生講演

はじめに
　妊娠期は、つわりや生活・食習慣
の変化に伴う口腔衛生環境の悪化に
加え、亢進した女性ホルモンの影響
によって、う蝕や歯周病、妊娠性エ
プーリスなどのさまざまな歯科疾患
の発症リスクが高まる時期といえま
す（図１）。しかしながら、胎児へ
の悪影響を心配するあまり、歯科受
診を躊躇して適切な歯科治療を受け
ないまま放置してしまう妊婦が多い
ようです。さらに出産後において
も、育児・家事に追われ歯磨きが怠
りがちとなり、う蝕が多発し、歯周
病が進行してしまうというケースが
多いのが現状のようです。したがっ
て、私たち歯科医療従事者は、妊婦
の身体的、精神的特徴を十分に把握
した上で、適切な妊婦歯科治療に取
り組む必要があります。
　妊婦歯科治療は妊婦自身の歯科疾
患予防のみならず、“未来を拓く歯
科分野”として元気な赤ちゃんの出
産（早産・低体重児出産の予防）な
らびに、生まれ来る子どものう蝕予
防（う蝕細菌の母子伝播予防）にも
つながるからです（図２）。以下
に、妊婦歯科治療における留意点な
らびに妊産婦の禁煙支援のポイント
について簡単に説明します。　　

問診の重要性
　歯科医院を訪れる妊婦の中には、
妊娠前に比べかなりの不安を抱いて
いる方が多いため、いわゆる“ファ
ースト・コンタクト”での印象が重
要となります。待合室がクリーンで
明るい雰囲気であること、そして、
受付での笑顔のあいさつや温かい対
応が、不安や緊張を和らげるために
大切となります。問診の際も話がし
やすい雰囲気となるように配慮し、
医院に対する良いイメージを早い段
階で感じてもらうことが第１のポイ
ントといえます。
　妊婦の不安を解消し信頼関係を築
くためには、話をよく聴いてその人
の思いや背景を知ろうとすることが
必要です。簡単に問診を済ませ、十
分な説明もせずにすぐにチェアーを
倒して口腔内診査を開始するのでは
なく、問診（初診カウンセリング）
に時間をかけることが望ましいでし
ょう。主訴に対する現病歴や全身に
関する問診事項に加え、例えば「今
までの歯科治療で嫌だったこと」な
ども尋ね、歯科恐怖の程度と内容に
ついても把握しておきます。また、
不安や疑問に思うことは遠慮なく言
ってもらうように伝え、信頼関係を
確立することが妊婦歯科治療をスム
ーズに進めるための出発点となりま
す。
　また、母子健康手帳において通院
中の産科医院の連絡先を確認してお
くことは、緊急時などのために必要
です。産科での検診結果にも目を通
し、合併症（切迫早産、妊娠糖尿
病、高血圧症候群、貧血など）の有
無など、歯科治療時においても留意

しなければならない項目についてチ
ェックをしておくことが必要不可欠
です。

妊娠時期における
歯科治療のポイント
　妊婦歯科治療においては「母子の
安全が最優先される」という大原則
を厳守し、妊婦の身体的ならびに精
神的変化に配慮しながら、妊娠時期
に合わせた適切な治療計画を立案し
なければなりません。
１）妊娠初期（４カ月頃まで）
　妊娠初期において、約70％の妊婦
につわりが生じると言われていま
す。つわりによって生活・食習慣が
乱れ、嘔気によって歯磨きが十分に
できず、口腔内環境が悪化すること
が多いです。つわりの内容や程度に
は非常に個人差があり、例えば糖分
を多く含む食品や清涼飲料などをと
る頻度が増すような場合には、う蝕
のリスクが高まります。さらに、柑
橘類など酸性食品の頻回な摂取、あ
るいは妊娠悪阻で嘔吐が妊娠期間中
に頻回に繰り返される場合には、酸
蝕症が引き起こされるリスクも高ま
るため、注意と適切な口腔衛生指導
が必要です。
　妊娠初期は流産の危険性もあり、
つわりによる体調不良がある場合
は、歯科治療はなるべく少ない回数
と短時間で済ませるのが望ましいで
しょう。可能であれば応急的な処置
で済ませ、安定期まで本格的な治療
の再開を待つことも必要となりま
す。
２）妊娠中期（５～７カ月頃）
　つわりも治まり、安定期と呼ばれ
る妊娠中期は、一般的な歯科治療を
行う上では最適な時期であり、集中
して歯科治療を進めることができま
す。また、自発痛を繰り返す智歯や
残根などに対しても、患者とよく相
談し、産科医の許可を得た上で抜歯
を検討することも可能となります。
３）妊娠後期（８～10カ月頃）
　妊娠後期には、チェアーで仰向け
となって歯科治療を受けることが苦
痛となります。妊娠子宮に下大静脈
が圧迫され「仰臥位性低血圧症候
群」となることもあるので、チェア
ーは水平位まで倒しすぎないように
注意し、短時間で治療を済ませるよ
うに心がけます。また、腰痛を伴う
妊婦も多く、座位のポジションのま
ま術者が立位で治療を行うなど、妊
婦が少しでも楽な体勢で治療を受け
ることができるように配慮しなけれ
ばなりません。さらに、出産のため
治療が中断となる場合には、適切な
暫間処置を行って、出産後に治療を
再開することも必要です。
　貧血傾向（鉄欠乏性貧血）である
妊婦も多いうえに、歯科治療時の痛
みや緊張などが原因で、局所麻酔を
受けた後などに妊婦が「神経性ショ
ック」となることがあります。その
場合は、左を下にした側臥位を妊婦
に取らせ、経過をみていれば回復す
ることが多いです。改善しない場合

薬剤が服用できないという訳ではな
く、母体が病気になり胎児の発育に
悪影響を及ぼす可能性があれば、安
全性の高い薬剤を使用して積極的に
治療を行う必要があります。表１
は、歯科における使用頻度の高い鎮
痛剤ならびに抗生剤のうち、妊婦に
も使用が可能な薬剤リストです。こ
れらの安全性の高い薬剤を選択し、
なるべく少量で効率良く使用するこ
とがポイントです。
　一方、Ｘ線撮影に関しても、むや
みに被曝を恐れてＸ線診査を行わず
に診断を誤ると、的確な治療が行え
ない場合もあります。歯科用Ｘ線撮
影では胎児に直接Ｘ線が当たること
はなく、さらにデジタルＸ線撮影装
置の使用や防護用の鉛エプロンを着
用することで、危険性を相当低く押
さえることができます。ただし、妊
婦の精神的不安を考慮して、安全性
に関する十分な説明を行うととも
に、必要最小限のＸ線撮影を行うこ
とを心がけるべきです。
� （次号につづく）

には、産科医に連絡を取り、適切な
アドバイスを受けることも良いと思
います。緊急時は冷静な対応が必要
であり、医院でマニュアルを整備し
て、迅速かつ適切な行動が取れるよ
うに普段からの準備が大切です。
　妊婦にストレスを与えないよう
に、何よりも「痛みの少ない歯科治
療」の実践が不可欠ですが、医療人
としての優れた技術と思いやりの心
を備え、自信を持った対応によって
妊婦の不安を解消し、信頼関係を得
た上で治療を進めることが最も大切
といえます。

薬剤使用、Ｘ線撮影における留意点
　妊婦が歯科治療において不安を抱
くことの多くが、妊娠中の薬剤使用
ならびにＸ線撮影などによる胎児へ
の影響に関することです。特に胎児
の器官形成期である妊娠初期には、
薬剤ならびにＸ線被曝の悪影響が及
ばないように厳重な注意が必要で
す。とりわけ、妊婦に対する使用禁
忌の薬剤について熟知しておくこと
は当然です。ただし、妊娠中に全く

症例から学ぶ妊産婦の歯科治療
ならびに禁煙支援のポイント（上）

図１　妊娠中の口腔内の変化

図２　妊婦に対する口腔衛生管理の重要性

表１　鎮痛剤、抗生剤の使用について

う蝕細菌の母子伝播

う蝕細菌
Mutans 
streptococci

噛み与え
スプーンの共有

歯周病細菌

P.gingivalis

早産・低体重児出産

細菌毒素
LPS
炎症性物質
IL-1β
TNF-α
IL-8
PGE2

子宮平滑筋収縮
頸管熟化、頸部拡張

P.intermedia,

【鎮痛剤】
妊娠全期を通じて使用可能
・アセトアミノフェン［カロナール］
・塩酸チアラミド［ソランタール］

使用禁忌（特に妊娠後期）
・非ステロイド性消炎鎮痛剤（NSAIDs）
［ロキソニン、ボルタレン、ポンタールなど］
� →動脈管収縮、胎児肺高血圧症

【抗生剤】
第１選択・ペニシリン系�［サワシリン、パセトシン、ビクシリン、バラシリンetc］
　　　　・セフェム系��［フロモックス、セフゾン、メイアクトetc］
投与可能・マクロライド系（クラリスロマイシン、エリスロマイシン、アジスロマイシン）
　　　　　　　　　　　　　［クラリス］　　　　［エリスロシン］　［ジスロマック］
使用禁忌：
・テトラサイクリン系：塩酸テトラサイクリン、塩酸ミノサイクリン→�催奇形性、骨発育不全、歯の

変色、エナメル質形成不全
・アミノグリコシッド系：硫酸ストレプトマイシン、硫酸カナマイシン→第８神経障害、難聴
・ニューロキノン系　　：オフロキサシン、レボフロキサシン→腎毒性、神経障害
　　　　　　　　　　　　［タリビット］　［クラビット］
・クロラムフェニコール：クロラムフェニコール→グレイ症候群

妊娠性歯肉炎・歯周炎 妊娠性エプーリス

う蝕 智歯周囲炎 口内炎

・つわりによる口腔清掃不良
・生活習慣の変化
・食習慣の変化、間食の増加

・唾液分泌および性状の変化
・女性ホルモンの亢進
　→細菌叢、脈管系、組織代謝、免疫応答の変化
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2020年度 診療報酬改定
研究会 会場一覧

医科・入院外

〈神戸会場①〉3／22（日）14時～
兵庫県農業会館　11階大ホール

※ＪＲ・阪神元町駅から南へ徒歩10分、　神戸三宮駅より徒歩20分

〈伊丹会場〉3／26（木）14時～
いたみホール　６階中ホール

☎072－778－8788

伊丹飛行場線

産
業
道
路

産業・情報
センター

Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅

伊丹アイフォ
ニックホール

伊丹シティホテル

美術館

アイホール

阪
急
伊
丹
駅

いたみホール

※阪急伊丹駅より徒歩４分、ＪＲ伊丹駅より徒歩10分

〈尼崎会場〉３／27（金）14時～
都ホテル尼崎　３階「鳳凰北中の間」

☎06－6488－7777

尼
崎
郵
便
局

都
ホ
テ
ル

尼
崎ア

ル
カ
イ
ッ
ク

ホ
ー
ル

警
察
署

消
防
局

中
小
企
業

セ
ン
タ
ー

至神戸

阪神本線

尼崎商工会議所

国道２号

至大阪

阪神尼崎駅

〈三田会場〉3／28（土）14時～
キッピーモール　６階多目的ホール

☎079－559－5155

武庫川

商
店
街キッピーモール

三田
市役所

Ｐ

Ｐ
神
戸
電
鉄
三
田
線

神鉄三田駅

ＪＲ三田駅
ＪＲ福知山線

国道176号線

〈明石会場〉3／23（月）14時～
明石商工会議所　７階大ホール

☎078－911－1331

ＪＲ明石駅

バス停

ソフトバンク
銀
座
通
り

らぽす

JR神戸線

国道２号線

山陽明石駅

明
石
小
学
校明石商工会議所

明石公園明石公園

山陽電鉄本線

※ＪＲ・山陽明石駅より徒歩３分

〈西宮会場〉3／26（木）14時～
なでしこホール

☎0798－63－5189

阪急神戸線

阪
急
今
津
線

コナミ
スポーツ
クラブ

阪急西宮
ガーデンズ

アクタ西宮

西宮高松郵便局
〒

阪急西宮北口駅
な
で
し
こ
ホ
ー
ル

※阪急西宮北口駅南西出口より徒歩１分

〈小野会場〉3／26（木）14時～
コミセンおの　１階コミュニティホール

☎0794－63－1020

小野商工会館

小野市役所

池

池

コミセンおの

小野商工会館伝統産業会館

駐車場

至三木

至加東

県
道
18
号
線

〈姫路会場〉3／28（土）14時～
姫路労働会館　多目的ホール

☎079－223－1981

キャッスルホテル

ハローワーク
姫路

労働基準監督署

北条郵便局
城陽江尻病院

はとパーキング

兵庫県姫路総合庁舎

フローラルイン姫路

JR姫路駅

姫路労働会館

※ＪＲ姫路駅より徒歩15分 ※ＪＲ・神鉄三田駅から南へすぐ

〈豊岡会場〉3／22（日）13時30分～
日高地区コミュニティセンター　2階会議室

☎0796－42－2023

江原駅江原駅

山
陰
本
線

山
陰
本
線春米神社春米神社

日高文化体育館日高文化体育館
県立日高高等学校県立日高高等学校

日高地区コミュ
ニティセンター
日高地区コミュ
ニティセンター

※ＪＲ山陰本線・江原駅より徒歩５分

〈加古川会場〉3／22（日）13時～
加古川商工会議所　１階展示ホール

☎079－424－3355

ヤマト
ヤシキ ジーユー

但陽
信用金庫

姫路
信用金庫

三井住友
銀行

加古川
総合庁舎

加古川商工会議所

JR加古川駅
JR線 至三宮至姫路

※ＪＲ加古川駅から南東へ徒歩５分

〈神戸会場②〉3／26（木）16時～
兵庫県農業会館　11階大ホール

☎090－9259－2002（協会当日連絡先）

☎090－9259－2002（協会当日連絡先）

※ＪＲ・阪神元町駅から南へ徒歩10分、神戸三宮駅より徒歩20分 ※阪神尼崎駅より徒歩６分

〈淡路会場〉3／28（土）15時～
淡路市立しづかホール

☎0799－62－2001

88
淡路市立
しづかホール 国道28号

淡路
市役所

至神戸津名一宮Ｉ.Ｃ

神戸淡路鳴門自動車道
至徳島

津名港イオン淡路店

淡路ワールドパーク
ＯＮＯＫＯＲＯ

至
岩
屋

至
洲
本
国道28号国道28号

　別途送付の案内ハガキ（３月初旬発送）
と引き換えに会場で研究会資料（医科『点
数表改定のポイント』、歯科『2020年改定
の要点と解説』）を１部無料でお渡ししま
す。案内ハガキを忘れずに持参ください。
追加は１部医科2,000円、歯科1,000円で
す。同資料は各医療機関宛に別途１部お送
りします（無料）。

阪神電車

Ｎ

JR元町駅

阪神元町駅

大丸神戸店 市
役
所

NTT西日本

国道２号線

神戸三宮駅

ト
ア
ロ
ー
ド

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド（
鯉
川
筋
）

兵
庫
県
農
業
会
館

神戸三宮駅阪急電鉄

JR三ノ宮駅

阪神電車

Ｎ

JR元町駅

阪神元町駅

大丸神戸店 市
役
所

NTT西日本

国道２号線

神戸三宮駅

ト
ア
ロ
ー
ド

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド（
鯉
川
筋
）

兵
庫
県
農
業
会
館

神戸三宮駅阪急電鉄

JR三ノ宮駅
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歯　　　科
〈神戸会場①〉3／22（日）10時30分～
兵庫県農業会館　11階大ホール

☎090－9258－2002（協会当日連絡先）

〈姫路会場〉3／22（日）14時30分～
じばさんびる　９階901会議室

☎090－9258－2002（協会当日連絡先）

じばさんびる

ＪＲ姫路駅

ロータリー

バスターミナル

至
岡
山

姫路城

至
神
戸
・
大
阪

大
手
前
通
り

駅
南
大
路

医科・在宅医療

医科・入院

〈尼崎会場〉3／22（日）14時30分～
都ホテル尼崎　２階「あやめの間」

☎06－6488－7777

〈明石会場〉3／26（木）19時～
☎078－918－5600

※ＪＲ・山陽明石駅より徒歩５分※ＪＲ姫路駅南側すぐ

〈伊丹会場〉３／26（木）19時～
伊丹市立産業・情報センター　４階研修室A

☎090－9258－2002（協会当日連絡先）

☎072－773－5007

〈加古川会場〉3／28（土）18時30分～
加古川商工会議所　４階大会議室

ヤマト
ヤシキ ジーユー

但陽
信用金庫

姫路
信用金庫

三井住友
銀行

加古川
総合庁舎

加古川商工会議所

JR加古川駅
JR線 至三宮至姫路

伊丹飛行場線

産
業
道
路

産業・情報センター
（伊丹商工プラザ４階）

Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅

いたみホール

伊丹アイフォ
ニックホール

伊丹シティホテル

美術館

アイホール

阪
急
伊
丹
駅

〈三田会場〉４／５（日）14時～
キッピーモール　６階多目的ホール

☎079－559－5155

☎090－9259－2002（協会当日連絡先）

〈神戸会場〉３／22（日）16時30分～
兵庫県農業会館　11階大ホール

※ＪＲ・阪神元町駅から南へ徒歩10分、　神戸三宮駅より徒歩20分

☎090－9259－2002（協会当日連絡先）

４／４（土）15時～
兵庫県農業会館　11階大ホール

※ＪＲ・阪神元町駅から南へ徒歩10分、　神戸三宮駅より徒歩20分

※ＪＲ・神鉄三田駅から南へすぐ ※ＪＲ・阪神元町駅から南へ徒歩10分、神戸三宮駅より徒歩20分

※ＪＲ加古川駅から南東へ徒歩５分※阪急伊丹駅から徒歩７分、JR伊丹駅から徒歩８分

キャッスルホテル

ハローワーク
姫路

労働基準監督署

北条郵便局
城陽江尻病院

はとパーキング

兵庫県姫路総合庁舎

フローラルイン姫路

JR姫路駅

姫路労働会館

※ＪＲ姫路駅より徒歩15分

☎079－223－1981

〈姫路会場〉３／28（土）16時30分～
姫路労働会館　多目的ホール

アスピア明石北館　７階学習室704

明石公園明石公園

ＪＲ明石駅

バスターミナル

一方通行

駅
前
線

三井住友銀行

三菱UFJ銀行

アスピア明石南館
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※ＪＲ・阪神元町駅から南へ徒歩10分、　神戸三宮駅より徒歩20分

４／23（木）15時～
兵庫県農業会館　11階大ホール

☎090－9259－2002（協会当日連絡先）

〈神戸会場②〉4／12（日）14時～
保険医協会５階会議室（神戸フコク生命海岸通ビル５階）

☎078－393－1809
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歯科・在宅医療
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３／29（日）10時～
保険医協会５階会議室（神戸フコク生命海岸通ビル５階）

※ＪＲ・阪神元町駅から南へ徒歩10分、神戸三宮駅より徒歩20分
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〈豊岡会場〉３／22（日）16時～
日高地区コミュニティセンター　2階会議室

※ＪＲ山陰本線・江原駅より徒歩５分
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　改定に関する厚労省資料、疑義解釈資料など
を随時掲載
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